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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第３四半期
連結累計期間

第77期
第３四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自2021年１月１日
至2021年９月30日

自2022年１月１日
至2022年９月30日

自2021年１月１日
至2021年12月31日

売上高 （百万円） 8,355 3,389 11,299

経常損失(△) （百万円） △2,389 △2,898 △6,131

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失(△)
（百万円） △1,947 △3,182 △9,594

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1,851 △3,021 △9,467

純資産額 （百万円） 20,423 9,819 12,807

総資産額 （百万円） 28,532 16,474 22,535

１株当たり四半期（当期）純損

失(△)
（円） △44.79 △72.97 △220.52

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.6 59.6 56.8

 

回次
第76期

第３四半期
連結会計期間

第77期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年７月１日
至2021年９月30日

自2022年７月１日
至2022年９月30日

１株当たり四半期純利益又は１

株当たり四半期純損失（△）
（円） 9.75 △8.80

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第76期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

３．第77期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

４．第76期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失

であるため記載しておりません。

５．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につい

ては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクのうち、「(10）法

的規制等に関するリスク」につきましては下記の通り変更しております。なお、文中の将来に関する事項は、本報告

書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(10）法的規制等に関するリスク

　当社グループの属する医薬品事業は、国内市場においては薬機法等関連法規、また、中国本土・香港・台湾を中心

とする海外市場においても同等の法規の厳格な規制を受けており、各事業活動の遂行に際して許認可等を受けており

ます。これらの許認可等を受けるための諸条件及び関係法令の遵守に努めており、現時点におきましては当該許認可

等が取り消しとなる事由は発生しておりません。しかし、予期しない法令違反等によりその許認可等が取り消された

場合や何等かの事由により許認可等の更新が出来なかった場合には、当社グループの運営に支障をきたし事業活動に

重大な影響を及ぼす可能性があります。

　なお、本年１月20日に続き同年４月15日において、当社の衛生管理製品の２品目（１月20日の４品目と併せ合計６

品目）に対し、消費者庁より景品表示法に基づく措置命令を受けたことにより、多くの取引先から当該商品等の返品

を受けております。当該返品を含む措置命令の影響等により、当第３四半期連結累計期間において、巨額の親会社株

主に帰属する四半期純損失を計上しております。感染管理事業の業績回復が想定以上に長期化した場合には、さらな

る損失の拡大が見込まれる可能性があります。

　しかしながら、本年６月の希望退職の実施を始め、大幅なコスト削減を中心とした事業構造の改革を急ぎ進めるこ

とで、感染管理事業の業績回復に時間を要したとしても、十分な資金を確保し続けることができる体質への転換を進

めております。また、一般消費者の誤認を排除するため、当該商品のパッケージを変更したリニューアル品の再販売

を開始しており、今後は消費者の皆様の安心感の醸成が重要であると考え、研究開発活動に注力し、商品としての信

頼性をより高めるとともに、社内の法令順守体制を強化することで、本件のようなリスクを低下させてまいります。

　なお、措置命令に伴い消費者庁から課徴金の納付命令を受ける可能性があります。詳細につきましては、「第４　

経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（四半期連結貸借対照表関係）偶発債務」をご参照ください。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、本年３月21日に新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措

置が終了し、その後も段階的に海外からの入国制限が緩和されるなど、社会経済活動の正常化が期待されるところで

ありますが、一方でウクライナ危機に伴う世界的なエネルギー高や資源価格の高騰に加え、外国為替市場で長引く円

安・ドル高やインフレへの警戒感が拭えない等、不透明な状況が続いております。

　当社グループを取り巻く環境としまして、医薬品市場は新型コロナウイルス感染症による行動制限も緩和され、需

要状況は改善してきておりますが、衛生管理製品市場は、国内ドラッグストア業界においても、新型コロナウイルス

感染症における急激な需要高騰後の反動により、マスクや消毒液等で苦戦しており、需要が伸び悩む厳しい状況に大

きな変動は見当たりません。

　当社グループの業績は、感染管理事業における需要の急激な減少に加え、本年１月20日及び４月15日に消費者庁か

ら景品表示法に基づく措置命令を受けたことにより、対象製品の多くが店頭から撤去となるとともに、多額の返品が

生じております。当第３四半期連結会計期間において、製品パッケージの表示を変更したリニューアル品の販売を開

始致しておりますが、上記の返品影響をカバーするまでには至っておりません。

　これらを背景に、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,389百万円（前年同期は8,355百万円）となりました。ま

た、措置命令に伴う販売量低下の影響により、棚卸資産評価損を売上原価に計上致しておりますため、差引売上総利

益は476百万円（前年同期は3,826百万円）となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、売上高の低下傾向を踏まえ、期首より広告宣伝費や販売促進費を中心に費

用発生の抑制に取り組んだことや希望退職の実施により人件費が減少したこと等により、前年同期比2,178百万円の

減少、率にして40.3％減少の3,226百万円となりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の営業損失は2,750百万円（前年同期は1,578百万円の営業損失）となり

ました。
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　営業外損益につきましては、円安による為替差益を計上した一方、前連結会計年度より引き続き感染管理事業の生

産を停止していることから、工場で発生した製造関連費用を操業停止関連費用として営業外費用に計上しておりま

す。これらの結果、経常損失は2,898百万円（前年同期は2,389百万円の経常損失）となりました。また、本年６月に

実施した希望退職者の募集に伴う希望退職関連費用226百万円を特別損失に計上しております。その結果、親会社株

主に帰属する四半期純損失につきましては3,182百万円（前年同期は1,947百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。

　セグメント別の経営成績につきましては以下の通りであります。

 

（医薬品事業）

　当第３四半期連結累計期間は、新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置が終了したことに加え、消費者の

行動も徐々に元に戻りつつある状況の中で需要状況は改善してまいりましたが、セイロガン糖衣Ａの一部原材料変更

に起因する生産量低下によって供給不足が継続しております。また、正露丸につきましても、セイロガン糖衣Ａの代

替需要や他社製品欠品の影響を受け、高い需要状況で推移しておりますが、供給体制が追い付いておらず出荷制限を

しながらの販売が継続しております。これらの結果、国内向けの医薬品売上高につきましては、前年同期比15.6％減

少の1,904百万円となりました。また海外向けにつきましても、需要は回復傾向にあるものの、国内向けの生産を優

先していることから海外向けの供給数量が不足し、前年同期比34.3％減少の502百万円となりました。

　これらの結果、医薬品事業につきましては、対前年同期比20.4％減少の2,407百万円の売上高となりました。ま

た、セグメント利益につきましては、売上高の減少や京都工場医薬品生産設備の稼働に伴う減価償却費等の増加等に

より、42百万円のセグメント損失（前年同期は1,009百万円のセグメント利益）となりました。

 

・外部顧客への売上高の内訳（医薬品事業）

（単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

（自　2021年１月１日

至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間（注）

（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）

国内 2,257 1,904

海外 765 502

合計 3,022 2,407

（注）当第３四半期連結累計期間は、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を期首か

ら適用した数値を記載しております。

 

（感染管理事業）

　感染管理事業につきましては、新型コロナウイルス感染症発生時における急激な需要高騰後の反動は続いており、

当第３四半期連結累計期間におきましても、需要は低水準のまま推移致しました。また、本年１月20日に当社の衛生

管理製品「クレベリン」のうち４品目に対し、消費者庁より景品表示法に基づく措置命令を受けました。これに伴

い、多くの販売店では対象製品等の一時撤去が行われましたため、当事業の売上高はさらに低下する要因となりまし

た。加えて本年４月15日には、感染管理事業の主要製品である「クレベリン置き型」２品目についても同様に措置命

令を受けたことにより、更なる販売量の低下が見込まれましたため、これに伴い過剰となった棚卸資産の評価損を計

上しております。なお、当第３四半期連結会計期間において措置命令の対象製品の表示の見直しは完了しており、リ

ニューアル品の販売を開始しております。

　これらの結果、売上高は976百万円（前年同期は5,327百万円）、セグメント損失は1,800百万円（前年同期は1,494

百万円のセグメント損失）となりました。
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・外部顧客への売上高の内訳（感染管理事業）

（単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

（自　2021年１月１日

至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間（注）

（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）

国内：一般用 3,994 344

国内：業務用 1,019 509

海外 312 122

合計 5,327 976

（注）当第３四半期連結累計期間は、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を期首か

ら適用した数値を記載しております。

 

（その他事業）

　その他事業につきましては、主に木酢液を配合した入浴液や園芸用木酢液等の製造販売を行い、売上高は５百万円

（前年同期は５百万円）、セグメント損失は14百万円（前年同期は21百万円のセグメント損失）となりました。

 

②財政状態

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は16,474百万円（前連結会計年度末比6,061百万円減）となりまし

た。また負債合計は6,655百万円（同3,072百万円減）、純資産合計は9,819百万円（同2,988百万円減）となりまし

た。前連結会計年度末からの主な変動要因は、債権の回収に伴う受取手形及び売掛金の減少等による流動資産5,127

百万円の減少や未払金及び返品調整引当金の減少等による流動負債2,137百万円の減少、長期借入金の返済等による

固定負債935百万円の減少、また、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上等による純資産2,988百万円の減少等で

あります。

 

（2）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、300百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（5）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。

 

（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの資金調達の基本方針について重要な変更はありません。

 

（7）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（8）生産、受注及び販売の実績

　感染管理事業においては、新型コロナウイルス感染症流行後の急激な需要低下に起因し、在庫が過剰となったこ

とから、前期の第２四半期連結会計期間から工場の生産を停止し、在庫調整を進めております。当第３四半期連結

会計期間においても、販売状況に回復は見られないため、引き続き生産は停止し在庫調整が続いております。
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３【経営上の重要な契約等】

　　　（コミットメントライン契約の締結）

　　当社は、2022年７月22日開催の取締役会の決議に基づき、2022年８月10日付けで新たに総額50億円のシンジ

ケーション方式コミットメントライン契約を締結致しました。

　　なお、2022年２月７日に締結したコミットメントライン契約については、上記契約の効力発生に伴い解消とな

ります。

 

　(1)コミットメントライン契約締結の目的

　　運転資金の確保及び財務基盤の安定性向上のために、機動的かつ安定的な資金調達手段を確保することを目的

としております。

 

　(2)コミットメントライン契約の概要

 トランシェＡ トランシェＢ

①借入極度額 25億円 25億円

②契約締結日 2022年８月10日

③契約期間
2022年８月16日～2023年１月31日

(2023年２月１日より１年更新)

2022年８月16日～2023年７月31日

(2023年８月１日より１年更新)

④借入利率 借入期間に対応する全銀協ＴＩＢＯＲ＋スプレッド

⑤アレンジャー 株式会社三菱ＵＦＪ銀行

⑥ジョイント・アレンジャー 株式会社三井住友銀行

⑦エージェント 株式会社三菱ＵＦＪ銀行

⑧参加金融機関
株式会社三菱ＵＦＪ銀行、株式会社三井住友銀行

株式会社みずほ銀行、株式会社りそな銀行

 

　　なお、本契約につきましては、増担保物件に対する処分等制限条項及び増担保条項が付されております。増

担保条項においては、当社グループの連結決算数値等に関連する財務維持要件があり、充足されない場合に

は、当社の一部の土地及び建物に根抵当権が設定されます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 153,072,000

計 153,072,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 44,136,900 44,136,900
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 44,136,900 44,136,900 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2022年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2022年７月１日～

2022年９月30日
－ 44,136,900 － 1,201 － 1,112

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2022年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 499,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 43,617,500 436,175 －

単元未満株式 普通株式 19,600 － －

発行済株式総数  44,136,900 － －

総株主の議決権  － 436,175 －

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大幸薬品株式会社
大阪府吹田市内本

町三丁目34番14号
499,800 － 499,800 1.13

計 － 499,800 － 499,800 1.13
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次の通りであります。

（1）新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数
（千株）

就任年月
日

取締役

(監査等委員)
宮田 俊男 1975年10月19日生

 
2003年５月 大阪大学医学部第１外科入局

2009年８月 厚生労働省医系技官

2014年４月 大阪大学医学部招聘教授

2015年12月 メドピア㈱社外取締役就任

2020年10月 早稲田大学先端生命医科学セ

ンター教授（現任）

2022年５月 当社取締役(監査等委員)就任

（現任)

(重要な兼職の状況)

㈱Medical Compass 代表取締役社長

医療法人社団DEN理事長
　

（注） －
2022年

５月13日

(注)退任した監査等委員の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である2023年12月期に係る定時株

主総会の終結の時までであります。

 

（2）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役
(監査等委員)

　　岡本 泰彦 　　2022年５月９日

 

(3）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性5名　女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,796 3,403

受取手形及び売掛金 4,056 1,849

有価証券 302 701

商品及び製品 2,010 1,032

仕掛品 536 604

原材料及び貯蔵品 659 708

その他 422 356

流動資産合計 13,783 8,656

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,457 2,301

機械装置及び運搬具（純額） 2,378 2,123

土地 1,810 1,807

建設仮勘定 72 2

その他（純額） 394 354

有形固定資産合計 7,113 6,590

無形固定資産 299 244

投資その他の資産   

投資有価証券 1,011 616

その他 327 366

投資その他の資産合計 1,338 983

固定資産合計 8,751 7,818

資産合計 22,535 16,474

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 309 255

１年内返済予定の長期借入金 923 969

未払金 1,270 473

未払法人税等 12 13

返品調整引当金 699 －

返金負債 － 196

賞与引当金 149 20

その他 955 252

流動負債合計 4,320 2,183

固定負債   

長期借入金 3,760 2,980

長期未払金 549 549

退職給付に係る負債 805 654

その他 292 287

固定負債合計 5,407 4,471

負債合計 9,728 6,655

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,201 1,201

資本剰余金 1,648 1,642

利益剰余金 10,134 6,952

自己株式 △388 △348

株主資本合計 12,596 9,447

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 210 371

その他の包括利益累計額合計 210 371

新株予約権 0 0

純資産合計 12,807 9,819

負債純資産合計 22,535 16,474
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 8,355 3,389

売上原価 ※１ 4,571 ※１ 2,912

売上総利益 3,783 476

返品調整引当金戻入額 120 －

返品調整引当金繰入額 77 －

差引売上総利益 3,826 476

販売費及び一般管理費 5,405 3,226

営業損失（△） △1,578 △2,750

営業外収益   

受取利息 2 2

為替差益 35 107

受取賃貸料 1 1

受取保険金 － 20

受取弁済金 － 5

その他 14 3

営業外収益合計 54 141

営業外費用   

支払利息 3 7

賃貸費用 1 1

未稼働設備関連費用 217 －

操業停止関連費用 637 242

その他 4 36

営業外費用合計 865 289

経常損失（△） △2,389 △2,898

特別利益   

投資有価証券売却益 60 －

特別利益合計 60 －

特別損失   

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 － 7

希望退職関連費用 － ※２ 226

減損損失 225 48

特別損失合計 225 282

税金等調整前四半期純損失（△） △2,553 △3,180

法人税、住民税及び事業税 20 8

法人税等調整額 △626 △6

法人税等合計 △605 1

四半期純損失（△） △1,947 △3,182

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,947 △3,182
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △1,947 △3,182

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 96 161

その他の包括利益合計 96 161

四半期包括利益 △1,851 △3,021

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,851 △3,021
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、返品権付きの販売について、従来は、過去の返品実績率及び特定の事象に起因して生じる個別の返

品の場合は取引先からの情報等を考慮した将来の返品に伴う損失の見積りに基づく損失見込額を返品調整引当金と

して計上しておりましたが、返品されると見込まれる商品又は製品については、変動対価に関する定めに従って、

販売時に収益を認識せず、当該商品又は製品について受け取った又は受け取る対価の額で返金負債を認識する方法

に変更しております。また、リベート等、顧客に支払われる対価について、従来、販売費及び一般管理費として処

理する方法によっておりましたが、売上高より控除する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は996百万円減少し、返品調整引当金戻入額は37百万円減少、返

品調整引当金繰入額は722百万円減少し、差引売上総利益は311百万円減少し、販売費及び一般管理費は311百万円

減少しておりますが、「営業損失」、「経常損失」、「税金等調整前四半期純損失」及び「親会社株主に帰属する

四半期純損失」に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「返品調整引当金」は、第１四半期連結会計期間より「流動負債」の「返金負債」に含めて表示することとしまし

た。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020

年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することと致しました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響

はありません。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りについて）

　当社グループは、四半期連結財務諸表作成時における今後の需要動向等を踏まえ、一定の期間にわたり当該需

要が継続するとの仮定のもと、現在入手可能な情報に基づいて会計上の見積りを行っております。

　しかし、新型コロナウイルス感染症の状況や、感染管理事業の今後の需要予測については不確定要素が多いた

め、その状況によっては今後の当社グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　１　偶発債務

　　当社は、2022年１月20日及び同年４月15日において、消費者庁より、景品表示法に基づく措置命令を受領し

ました。このため今後、当社は消費者庁から課徴金の納付命令を受ける可能性があります。その結果によって

は、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありますが、現時点ではその影響を合理的

に見積ることは困難であります。

 

　２　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

　　当社は、運転資金の確保及び財務基盤の安定性向上のために、機動的かつ安定的な資金調達手段を確保する

ため、取引銀行１行と当座貸越契約及び取引銀行４行とシンジケーション方式コミットメントライン契約を締

結しております。これらの契約に基づく当第３四半期連結会計期間末における当座貸越契約及びコミットメン

トライン契約に係る借入実行残高等は次の通りであります。

 
前連結会計年度

（2021年12月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2022年９月30日）

当座貸越極度額 13,000百万円 500百万円

シンジケーション方式

コミットメントライン契約
－ 5,000

借入実行残高 － －

差引額 13,000 5,500

 

　なお、シンジケーション方式コミットメントライン契約には、増担保物件に対する処分等制限条項及び増担保

条項が付されております。増担保条項においては、当社グループの連結決算数値等に関連する財務維持要件があ

り、充足されない場合には、当社の一部の土地及び建物に根抵当権が設定されます。

　2022年２月７日に締結したコミットメントライン契約については、2022年８月10日付けで新たなシンジケー

ション方式コミットメントライン契約の効力発生に伴い解消となりました。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　四半期末棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額

 
　前第３四半期連結累計期間

（自　2021年１月１日
　　至　2021年９月30日）

　当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

　　至　2022年９月30日）

売上原価 1,642百万円 555百万円

 

※２　希望退職関連費用

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

　希望退職者募集による、退職者への割増退職金及び再就職支援費用等であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りでありま

す。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年９月30日）

減価償却費 651百万円 555百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総
額(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月30日

定時株主総会
普通株式 779 18 2020年12月31日 2021年３月31日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

配当金支払額

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 3,022 5,327 5 8,355 － 8,355

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 3,022 5,327 5 8,355 － 8,355

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
1,009 △1,494 △21 △506 △1,071 △1,578

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「感染管理事業」セグメントにおいて、将来の使用が見込めなくなった遊休資産の減損損失を計上しておりま

す。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において225百万円であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,407 976 5 3,389 － 3,389

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,407 976 5 3,389 － 3,389

セグメント損失（△） △42 △1,800 △14 △1,856 △893 △2,750

（注）１．セグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更の記載の通り、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失（△）の算定方法を同様に変更してお

ります。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「医薬品事業」の売上高が172百万円減

少しましたが、セグメント損失（△）への影響はありません。「感染管理事業」の売上高が824百万円減少しま

したが、セグメント損失（△）への影響はありません。「その他事業」の売上高とセグメント損失（△）への

影響はありません。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「医薬品事業」セグメントにおいて、将来の使用が見込めなくなった遊休資産の減損損失を計上しておりま

す。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において48百万円であります。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
医薬品事業 感染管理事業 その他事業 計

日本 1,904 853 5 2,763 2,763

中国・香港 473 45 － 518 518

台湾 － 61 － 61 61

その他 29 15 － 45 45

顧客との契約から生じる収益 2,407 976 5 3,389 3,389

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 2,407 976 5 3,389 3,389

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日
至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純損失(△) △44円79銭 △72円97銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失(△)（百万円） △1,947 △3,182

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失

(△)（百万円）
△1,947 △3,182

普通株式の期中平均株式数（千株） 43,485 43,609

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの
１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの
１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

大幸薬品株式会社(E22560)

四半期報告書

18/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月11日

大幸薬品株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 溝　　静太

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚本　　健

 

 

 

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大幸薬品株式会
社の2022年１月１日から2022年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年７月１日から2022年９月
30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大幸薬品株式会社及び連結子会社の2022年９月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点
において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
　・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ
れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない
かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に
おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注
記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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　・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財
務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信
じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

　・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監
査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事
項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて
いる場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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